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　1．　 iよしがき

　水深が充分に 深い 外洋で 起 る高潮は ，気圧降下

が あ まり急 で な い か ぎり ， そ の 大部分が 気圧降下

に 静力学的に 釣合 う潮位上 昇で 説 明 され，風 の 効

果は小 さい と云 われ て い る 。

一
方 ， 台風 域内の よ

うな大規模 な風 系の 巾で は ， た と え外洋で あ っ て

も風 の stress に 起 因す る 水位 変化 が 重要に な り

得 る こ とを Kajiurai が み ちび い て い る 。 然 らば

実際 の 現象は ど うで あ る か と い うと ， こ の よ うな

水位変化 を洋上 で 観測する こ とは きわめ て 困難 で

あ る か ら，そ の 詳細は まだ よ くわか っ て い な い 、

こ れを知ろ う とす る と ， 今 の と こ ろ，外洋上 の 孤

島に お け る観測資料 を用 い る ほ か はな い 。近年 ，

各所 の 孤 島 で 潮汐観測が 行な われ る よ うに な っ て

来た が，こ こ で は 比 較的資料 の 充実 して い る 伊si

大 島の 岡 田 港 の 検潮記録か ら ， 台風 に よ っ て起 っ

た気象潮を解析 して ， 台風域内 の 水位変動 の 分 布

を求 めた結果 を報 告す る 。 こ の 結果は ， 定性的に

は ある程度 Kajiuraの 理論 を実証 してい る よ うで

ある が，なお 説明 で きな い 幾 つ か の 現象が ある 。

本州 の 陸 地 の 影響，島そ の も の の 影 響，海が成層

して い る こ と に 起因する もの ， ある い は うね り に

よる wave 　 set 　up な ど多 くの 原因 が 考 えら れ る

が ， 今後 の研究に また ねば な らな い で あろ う。

　2． 資 料

　第 ユ 図 に 示す通 り， 岡 田港 は伊豆大 島の 北 側の

海岸に あ り （北緯 34e47「

， 東経 139 °24 ’

）， 南な

い し南西 の 風浪に 対 して は 島か げに な る よ うな位

置に あた る。　 こ こ で 観測された 潮汐資料の うち

第 1 図　大．鳬岡 田 港 の 位 置

第　1　表
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年 月 日 （台風 番 号）

1953．　 9．　25　（No．5313）
1954　 9．18 （No，5414）

1955．10．11 （No．5525）

1956．　 9，　27　（No．5615）

L958 ．　 7．23 （No ．5811）

1958 ．　　9．　18　（No．5821）

1958．　　9．　26　（No ．5822）

1959．　　8．　　9　（No ．5906）

1959．　　9．　26　（No．5915）

最大偏差

　 　 cm

　 　 33

　 　33
　 　 22

　 　 32

　 　 25

　 　32
　 　 45

　 　29

　 　28

最 低 気 圧 　 最 大 風 速

　 　　 mb 　 　 　 　　 　 m ／s

　 987 ．3 　 　 　 　 　 　 S 、V 　 30．3

　 976 ．6 　 S25 ．4

　 985 ，9　 　 　 　 NNE 　 28 ．9

　 983 ．7 　　　　　　 SW 　　29，6

　 987．1 　 　 　 　 SSE 　32．0

　 959．5 　 　 　 　 SE 　 25，8

　 963 ．8 　 　 　 　 SSE 　 36．0

　 981 ．2　 　 　 SW 　 17．4

　 990 ．O 　 　 　 SSW 　 28．2
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第 2 図　台 風 経路図。経路上 の 魚丸は 岡 田 港 で 気象潮 の 最大が 起 っ た 時 の 台風 の 位置。

1953 年 よ り 1960 年 ま で の 8 ケ年間に ， 台風 に よ

っ て 起 ・
っ た 異常潮位の 代表的 の も の は 9 例 あ り，

そ の 一覧表 を第 1 表 に か か げた 。 こ れか ら述 べ る

こ とは こ の 9 例 の 台風 の 気象潮 に つ い て の 解析で

ある 。

　第 2 図 に は ， こ れ ら 9 例 の 台風 の 経星各を示 して

ある が ， こ の 経 路上 で 黒丸印は 岡 旧 港 で 気象潮が

最大 に な っ た時の 台風 の 位置を示 す 。
こ れ らは い

ずれ も ， 台風 が大島に 最も接近 した 位置に きわめ

て 近い
。 今後 の 解析 の 便宜 トこ れ らの 台風 糸畢路 を

次 の 4 つ に 分けて 考察する 。

　 A 型 二 台風 が大 島 の 西側 を ， 比較 的接近 して 南

　　　 か ら北東に 通過 した もの 。 特に 大島か ら 50

　　　 km 以内 に 接近 した も の を A 、 型 ，
50　km

　　　 以．一ヒで あ っ た も の を A2 型 とす る 。

　 B 型 ： 台風 が 大 島 の 1卿側 を か な りは なれ て 南 西
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　　　カ ら北東に 進行 した もの 。

　C 型 ； 台 風 が大 島の東側を南か ら北東 に 進ん だ

　　　もの 。

　 D 型 ： 台風が大 島の 北側 を西 か ら東 に進ん だ も

　 　 　 の D

　第 1 表に お い て わか る通 り， 大島で は 台風 に よ

っ て起 る気象潮 は Jkut的小 さ く， そ の 最人値は

1958 年 9 月 26 目 の 狩野 川台風 の さい の 45cm で

あ っ た 。 そ の 他は ほ ぼ 30cm 内外 で ， 口常 の 潮

汐 の 潮差が 100cm 以上 で あ る こ とを考え ると沿

岸災害に お よ ぼ す高潮の 直接的効果は あまり大き

くない こ とが想イ象され る。

　 こ こ で ，気象潮あ る い は 偏差と は ，主要 15 分

潮 の 振幅 と位相 を用 い て 毎 時 の 推算潮位 を求め ，

こ れを観測潮位か ら差 し引い た も の で あ る 。 なお

推算潮位 と観測潮位 は それぞ れ の 月平均値が合 う

よ うに基 準 面 をえ らん だ 。 また台風 接近の 前お よ

び通 過の 後 と も，惟算潮位 と観測潮位 の 位 相 が 同

じよ うにずれてい る場合には ， 位相 を合わせ る よ

うに補 IE した 。

　 3． 最 大偏差に つ い て

　 気圧下降量 と気象潮の 関係 を概観する た め に ，

上 記 9例の 台風 に つ い て 大島 の 月平均 気圧 と最低

気圧 の 差を最大偏差に 対 して プ ロ ッ ト した の が 第

3 図で ある 。 こ の 図 で 矢印は それぞ れ の 台 風 の 人
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第 3 図　最低気 …．E と気 象 潮 最大 と の 関 係 。

　 　 　 矢印 は 最大 風 速 の 風 向。

島に お け る最大 風速の 風 向を示 し， また記入 され

た 点 の 記号は 台風経路 の 型 を示す 。
こ の 図 に よ る

と，大 局的に は気圧 と潮位上 昇量の 問 に静 力学的

平衡関係 が成立 っ て い る よ うで あ る が ， 点は かな

り分 散 して い る 。 しか し こ の 点 の ば らつ き に は次

の よ うな規則性が 見出され る 。
A1 型で は 気圧下

降量 か ら静 力学的に 期待 され る値 よりも潮位 上昇

量が 小 さ く， こ と に 台風 の 移動速度 の 早 か っ た

5822 弓
』
台風 の 場合に 著 しい 。　多分 ，台風 中心付

近の 急激な 気圧 ド降に対 し て水位上昇 の 応 答がお

くれ る こ と に よ る の で あろ う。 北朿風 の 卓越する

C 型で も， 潮位上 昇量は 気圧 ド降か ら期待される

1直よ りも小 さい 。
B 型 ，　 A2 型，　 D 型で は 潮位上

昇量は 気圧 ド降 か ら期待 され る値 よ り大 き く，特

に B 型 で著 しい
。

　 以 上 の こ とか ら ， 南 西 の 強風 が卓越す る よ うな

台風 経路の 場合 に潮位上 昇量が 大 き く ， 束な い し

北東 の 強 風 が卓越 す る よ うな台 風 経路で 小 さい と

い う一般的な性質がわか るが ， これは第 3 図 の 風

向 の 矢印か らも知 られ る 。 岡 田 港で は 南西 風 は 陸

か ら沖に 吹 き出す風 で あ り ， 北東風 は 海 か ら陸 に

向 っ て 吹 く風 で ある か ら，い わ ゆ る 風 の 吹き寄せ

効果 とは逆 の 現象 で あ る ， す なわ ち ， 岡 田 港の 気

象潮に は 風 の 直接的効果 は 小 さ く，他 の 何 らか の

要素 が大 き く影響 して い る で あ ろ うこ と が推測さ

れ る 。

　 最低気圧 の起時 と最大偏差 の 起時 とを較 べ て み

る と，最大 偏差が最低気圧 と同時刻あるい は それ

よ り 1〜2 時間前 に起 っ て い る もの が 7 例 、最低

気圧 よ りも遅 れ て 起 っ た も の が 2 例 と な っ て い

る。 Ogura2 ， 宇野 木
3

等は 最大偏 差 が最低気圧

の 起 時 よ り も遅 れ る こ と を論 じて い る が ， こ こ の

解析 で は こ の 性 質は 明らか で な く， む しろ逆 の 傾

向が．み られ る 。 しか し台風 の 衰弱 や構造の 変形な

ど が あ る か ら は っ き り した こ と は 云 えな い 。

　 4． 気象潮の時間変化

　 舸節 で 示 した 気象潮 の 性質を吏に こ まか く知 る

た め に ，毎時間 の 気象潮を台鯉くの 経路の 型 に 分け

て考察 して み う 。

　 a ） A 型経路の 場合

　 第 4 図 に は A 型経路 の 台風 の 代表 と して 5821
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第 4 図　582／ 号台風 に よ る 大島 の 風，気圧 ，気象

　　　 潮 （実線 ： ζ，点線 ： ζ一ζP） の 時間変化

号台風 の 時 の 風 ，気圧 お よ び気象潮 の 変化を示 し

て ある 。 A 型経路 の 場合 に は大島の 風 は 台風 の 前

面 で は 南東風で ，中心 が通過す る と南風 に 変 る の

が 普通で あ っ て ， こ の 特徴は 第 4 図 に も明瞭に 見

られ る 。 また こ の例で は 台風 li丁心付 近で 風 が 弱ま

っ てお り， 眼 の 現 象が 記録され て い る。台風 が島

の 比較的 近 くを通る た め ， 気圧
一
ド降量も大 き い 。

気象潮は 最大 が 32cm で ， 最低気圧 と ほ ぼ 同時

刻に 起 っ て い る。気圧 に静力学的に釣合 う潮位上

昇量 （以 後 こ れを ζp なる ／／d　9一で あ らわ す） を観

測 され た 気象潮 （以後こ れを （ で あらわ す） か

ら差 し引い た もの を図 中の 点線で示 して ある が ，

こ れ に よ る と台風 中心通過 前後約 3時間 の 間では

ζ の 方が ご
ノ
，よ り小 さ く，そ の 他の期間で は ζと

ζ1，とが ほ ぼ 等 しい 。　こ れは， ゆ っ くり した気圧

変化 の 場 含 に は潮位は 気圧 と静力学的 に 釣合 うよ

うに変化 す る が ， 台風 中心 付近の 急激 な気圧変化

にい
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互 ： A 型経路の 台風の ζ （実線）お よび ζ
一
窃 （点 線 ）の 時間変化。　中央の 縦線ば 最低 気圧の 時

刻を表 わ す 。　 右 ： ζ一ζp と台 風 中心 か ら の 距 離 と の 1刔係。　実 線 は 台風 の 前 面，点線は 後面の 値

で あ る 。
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に 対して は 潮位変化 の応答が お くれ る こ と を意味

して い る の で あろ う。

　 A 型に 属する例 と して は 5414 号 ， 5821 号 ，

822 号 （以 上 A ， 型）， お よび 5615 号 ，
5811 号

（以 上 A2 型）の 5 例 の 台風 があ り， こ れ らの ζ

お よび ζ
一

どp の 時間変化を第 5 図左 に 示 して あ

る 。 また こ の 図の 右側 に は こ れ ら 5例 に つ い て ，

台 風 中心 か ら の 距離 と ζ
一

ζp との 関係が 示 され

て い る 。 第 5左 図で 中央 の 縦線は 気圧 最低 の 時刻

をあらわす 。
こ れに よ る と ，

A1 型で は ζの 最大 は

ほ ぼ 気圧 最低 の 時刻 の 近 くに 起 っ て い る が ，A2 型

で は ζ の最大 は 最低気圧 よ り 約 2 時間位単 く起

っ て い る 。

一
方 ζ

一
ζp の 変化 をみ る と ， 台風の 通

過前に 大 きく， 最低気圧の時刻お よ びその後 に か

けて小 さい 傾 向が ある。なお ， 約 12 時間周期 の

変動が現れて い る例が あるが ， こ れ は 潮位の 推算

があま り よ くな い た め で あ ろ う。 こ の 図 中，台風

5821 号 と 5822 号は 大 島を通過す る 頃 の 台風 規

模 ， 台風 経路が か な り類似 して い る に もか か わ ら

ず ， 気 象潮 の 起 り方 に 著 しい 相違が ある 。
つ ま り

大島の 最低気圧は 5821号の 方が低い に もか か わ

らず気象潮は 5822 号の 方 が大 き く ， 45cm を記

録 して い る 。 　5821 号で は 最低気圧 の時刻の 近 く

で ζが ごP より著 しく・j・さい が ， 5822 号で は ζ

と ζi、 とは ほ ぼ 等 しい 。 大 島を通過す る頃の 台 風

5821 号の 移 動速度は 約 52km ／hr で あ り， 5822

号は約 43km ／hr で あ っ た こ とを考え る と ， 5821

号で は速度が早か っ た た め に 潮位上 昇の 応答がお

くれ た の で あろ う。

　 第 5 右図 で ， 台風前面 の値は実線，後 面 の値 は

点線 で 区別 され て い るが ， 共通 して 云え る こ とは

台風 前面 の 方 が後面 よ り も潮位 1 昇景が大 きい こ

と であ る 。 また，台風 中心 付近 （中心 か ら約 100

km 以 内） で潮位上 昇が小 さ くなる傾向 もみ られ

る 。

　 b）　B 型経路の場 合

　 台風 が大 島よ りは る か 西方を南西 か ら北東 に 通

過 す る場合 の 1 例 と して ， 台風 5313 号の 時 の 大

島の 風 ，気圧お よび気象 潮 （ζお よび ζ一ζp）を

第 6 図 に 示 す 。 台 風 が遠方を通過す る た め ，風 向

風 速 と もに そ の 変化 はゆ る やか で ， 風 向は 南東か

控
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第 6 図　5313号台風 に よ る大 島の 風，気圧，気

　 　 　 象潮 （実線 ： ζ，点 線 ； ζ
一Ci，） の 時間

　 　 　 変化。

ら時計廻 りに 次第 に 南 西 に 変化 し風 速の 最大 は 南

西 風 で 起 っ て い る 。 気圧 下降量 も比較 的小 さ く変

化 もゆ る や か で あ る 。 ζの 変化 をみ る と ， 最大値

は ほ ぼ 最低気圧の 時刻に あ らわれて い る 。 また最
　の
　

ua

路
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第 7 図　上 ： B 型 経 路 の 台風 の ζ（実線）お よ び

　　　　ζ
一
ζp （点線） の 時間変化 ， 中央 の 縦線

　　　　は 最低気圧 の 時刻を表わす 。 下 ： ζ
一ζp

　 　 　　 と 台風 中心 か らの 距離 と の 関係 。 実線は

　　　　台風 の 前面，点線 は 後面 の 値 で あ る 。
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低気圧 の 起る前 と後で は前 の 方が ζ が大 き く，最

低気圧の 時刻の 近 くで急激に 減少 して い る。ζ と

ζp とを比 較 して み る と， 最低気圧 の 時刻 の 前で

は ζ の 方 が （r， よ り大 き く， 後 で は 多少 ζ の 方

が小 さい 傾向がある 。 こ の 場合に は 気象潮の 最大

は南 西 風 の 時に起っ て い るが ， 全体 の 傾向と して

は 南酉風 の 卓越 し て い る時刻 に 潮位上 昇 は 小 さ

い 。こ の こ とか らも潮位 上 昇 に 及 ぼ す風 の 直接 の

効果が小 さい こ とが わか る で あろ う。

B 型経路 に 属す る 5313 穿台風お よび 5915 号台

風 の ζ と ζ一ζp と を第 7 上 図に ， また台風中心

か ら の距離 と ζ
一
ζp と の 関係 を 第 7 下図 に 示 し

た
。 ζ お よ び ζ

一ごp の 変化 の 様 子 は 2例 とも よ

く似て お り， 一ヒに の べ た通 りである 。 また ， 第 7

図 をみ ると台風 の 前面 で 潮位 上昇 量が大 き く， 後

面 で 小 さい 傾向が明瞭に み られる 。

　c ）　C 型経路の場合
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第 8 図 5525 ！｝台風 に よ る 大島の 風，気1．E，気

　　　 象 渕 （実 線 ： ζ，点 線 ： ζ
一ζp）の 時問変

　　 　 化 お よ び ζ
一
ζρ と台 風 中 心 か らの 距 離

　　 　 との 関係，実線は 台 風前面，点線は 後面

　　 　 の 値 で ある 。

　台風 が大島の 東側を南か ら北東 に 進ん だ 例 と し

て は台風 5525 号があ る 。
こ の場合 の 大 島 の 風

気圧 ， 気象潮 （ζ お よび ζ一ごP ）， お よ び 台 風 巾

心 か らの 距離 と ζ一（p と の 関係 を第 8 図 に 示す 。

こ の 経路 の 台風 で は 北東寄 りの 強 風 が卓越 し， 最

大風 速 も こ の風向で起 っ て い る 。
こ の 風向は岡 旧

港で は 海か ら陸 に i角 っ て 吹 く風 で あ る に もか か わ

らず ζ は
一一

般 に ζ、、より小 さい 。　気象潮の 最大

は最低気 圧 σ）時刻 よ りやや 早 く起 っ て い る 。 台風

中心 か らの 距離 と ζ一る， との 関係をみ る と ，
こ れ

で も全般 に ζの 方 が 鄭 よ り小 さい こ とがわ か る

が ， さ らに 台風の 前面 と後面 とを較 べ る と前面 の

方が潮位 上 昇量が大 きい
。

　d）　 D 型経路の 場合

　台風が大島の 北 側を西 か ら東 に 進 んだ例 と して

は台風 5906 号が ある。
こ の 場合の 大 島の 風 ， 気

圧 ，気象潮 （ζ お よ び ζ
一

ζP），お よ び 台風 中心

か ら の 距離 と ζ
一ζ， と の 関係を第 9 図 に 示 す、こ

の 経路の 台風で は 大島で は 南西 の 強風が卓越 し，

最大 風速 も こ の 風 向で 起 る。こ の 台風 は陸上 を進

んだ ため か なり変形 して お り， 従 っ て 高潮の 起 り

方 もあ ま りは っ き り した特徴 を示 さな い
。 気 象潮
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第 9 図 　5906 号台風 に よ る 大島の 風 気 F ，気

　　　 象潮 （実線 ； ζ，点線 ； ζ一聯） の 時問変

　　　 1ヒお よ び ζ
一

ζp と台 風 「↑1心か らの 距離

　　 　 と の 関係，実線は 台 風 前面 ， 点線 ば 後 面

　　 　 の 値 で ある 。
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第 10 図　台風域内の ζ
一
ζp お よび ζ／ζ， の 分布 。

の 最大は最低気圧 の 時刻 よ りか な り早 く起 っ て お

りi 全 般的に ζ は ζp より大 きい 傾向が あ る 。 し

か しそ の 差 は 5cm 以 内で あ る 。 台 風 の 前面 と後

面 とで は後 面 の 方が 上 昇量が大 き い 傾 向がみ られ

るが ， 5cm 以内の こ と で あるか ら こ れが 一・般的

な性質で ある と は 云 えない D

　e）　台風域 内の 高潮分布

　以 上 9例 の 台風 の 気象潮 の毎時の 値を ， 台風 の

進 行方 向か らと っ た角度と中心 か らの 距離 とを座

標軸に した 図表に プ ロ ッ ト して み る と ， 個々 の 値

の位 置は大別 して 3 つ の グ ル ープ に 分け られ る 。

すなわち第 10 図に おけ る AA 線 ，
　 BB 線 ，

　 CC

線 に 沿 っ て 分 布す る。こ れ ら の 線上 で ご
一

ζp お よ

び ζ／ζp の 値の 平均値を求め ， 等値線 を描 い た の

が第 10 図 で あ る 。
こ れ に よ る と，台風 の 進路 の

右 前方お よび右側で は ζは （TJ より大 きく，巾心

付 近お よ び左後方 で は ζ は ζ1， よ り小 さい 。　台

風域内の 風 の 相対渦度 の 代表的な分布
4 〕

を み る と

台風 の 進路 の 右側に 正渦度 の 大 きな領域が あ り ，

こ れが ζ
一

ζ， の 正 の 領域 と ほ ぼ対応 して い るよ

うで ある 。
Kajiura”

の 理 論に よ る と wind 　 stress

の curl の 効果 に よ っ て 台風 の後面 で ζが ζp よ

り小 さ くな る こ と をみ ちび い て い る が，定性的に

は こ れ と合 っ て い る 。

　5． 数値実験

　以 上 の 解析事実が 数値 実験 に よ っ て 再 現 され る

か ど うか を見 る た め に ，以前 に 我 k が行な っ た数

値実験
5）

を引用 して み よ う。

　計算に 用 い た 基 本式は

　　黌 一 一
・（h＋ζ）1重・ ・（h＋ c）愉

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （x ］

　　　　　　＋ノ罵 ＋ 竺 一
　　 　　 　　　 　　 　 Pw

　　噺一一 一9（h＋ζ）蓊・ 9（h＋ ・）1ヲ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 e　（創〕．

　　　　　　一
β ム ＋

LS −
　　 　　 　　　 　　 　　Rw

　　 ∂ζ　　 ∂A｛，
．　 ∂磁 ，

　　 ∂t　　　∂．x 　　 ∂lt／

　 こ こ で x ，

’
y は じ ょ う乱 がな い 場合の 海 面上 に

と っ た 水平 座標 ， 1鴇 ，・lfy は 海面 か ら海底 ま で 積

分 した 流量の 成分， tyは重 力加 速度 ，　 h は水深 ，

ζ は水 位．L昇量 ， ◎ は 気圧変化量をそれ に 相 当

す る水柱 の 高 さ で 表 わ した もの ， PUtは 水 の 密度 ，

f は コ リ オ リ の パ ラ メ ータ ー
，

τ ，

C＝ ｝

，
τ s

（V ｝

は海面

に働 く接線応 力の 成分 で ある 。 な お ， こ こ の 計算
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第 11 図　数値計算 の 蜷 囲 とモ デ ル 台風 の コ ース

では対象に して い る 水 域が充分 に 深 い の で ， 海底

摩擦の項お よ び慣性項は 小 さい もの と して 無視 し

た 。

　 r．s の 値 と して は

　　　　　　　 τ、
＝

，
e

。

・r。

1LtV1 ・w

が用い られた ，
こ こ で 侮 は 空気の 密度 ， W は風

速 ， γ。

2
は 海面摩擦 係数 で 0．0026 が 用 い られ た 。

　計算の 範囲は第 11 図の 中に 示 された 大 きな矩

形 で あ っ て ， 大島は こ の 矩 形 の ほ ぼ 中央に あ る 。

こ こ で ， 境界条件 と し て は ， 海岸で は 海岸線 を横

切 る流 れは な い も の と した。ま た，外洋の 境界に 、

お い て は

　　　　　　　　　 （＝ご」，

と した。こ の 条件 に は 問題があ る が ， こ の 条件 の

もと で 計算 され る大島の ζが ζp と差異 を生ずる

か ど うか を見る ため に は さ しつ か えな い で あ ろ

う 。

　気象条件 と して は ， 伊勢湾台 風 をモ デ ル 化 した

もの が第 11 図中の AA ’

な る経路を通 っ た も の

と し た 。 第 12 図 に は ， こ の モ デ ル 台 風域内 の 気

圧お よび風 の 分布が 示 されて い る 。 実線は等圧線

（（、，
の 値で あ らわ して あ る） で あ っ て ，　 5 印ぽ

　　　　　　　　　　髄
e
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第 12 図　 モ デ ル 台風 域内の 気 圧 （ζp） と 風の 分布 。 実線は 気圧 （cm ），

　　　 　 点線は 風 （m ／s），矢印 は 風向 。
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　　第 13 図　モ デル 台風 に よ っ て 生 じた気象潮 （ζ
一ζp） と流水 の 分布 。

台風 の 中心 位 置 を示す。 破線は 等風速線で あ っ

て ， 台風眼の 弱風域中心 は 気圧 中心 よ り約 20km

ほ ど離れ て い る。風 の 最強域は 台 風 「
．P心 の 右後 方

約80km 位 の とこ ろ に あ る。計算方法の 詳細は 前

の 報告
5）

を参照され た い 。

　第 13 図 は 台風 が 5 印の 位 置 に あ る と き の

ζ一ごp お よ び 流れの 分布を示 す 。 　乙 れ に よ る と

ζ
一
ζp は 台風 の 進 行前面 の 右方 に 正領域があ り，

左 お よ び後方に 負 の 領域があ っ て 第 10 図の 結果

とほ ぼ 合 っ てい る。流れ の 分布は 台風 中心 に 対 し

て 冂対称で な く ， 台風 進路 の 右 側 か ら左 側に 流れ

て い る よ うな形 を して い る。
こ れ は もちろん ， 海

岸線 の 影響 と ， 台風域内の 風の 非対称分布 と に よ

る の で あ ろ う。台風 中心付 近 か ら伊 豆半島 に か げ

て 流れ の 強い 区 域があ るが， こ れ は水深 が浅 くな

っ て い る ため で ある 。 なお 計算 された流れは 海底

か ら水面 ま で の 平均値 をあらわすもの で あ る か

ら ， 実際に観 測され る流れ と直接に 比較 す る こ と

は で きな い
。

　第 14 図 に は ，こ の 計算で 得 られた大 島 の ζと

ごp の 関係 を示 した が ， 図中実線 は 台風前面 の値 ，

点線は台風後面 の 値で あ る。
こ れ に よ る と ζp が
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第 1・d 図　モ デル 台風 に よ る高潮 計算 で得 ら

　　 　　 れ た 大島の ζ と 鄭 との 関係 。

比較的小 さい 所 ， す なわち台風 中心 か ら遠 い 所で

は ζ と ζp とは ほ ぼ 合 っ て い るが ， 台風 が 接近

して ζp が大 き くな る と ζ は ζp よ り約 8％ 位

大 きくな っ て い る 。 台風の 後面 で は削面に くらべ

て ζ が幾分小 さい よ うで ある が ， こ の 図 の 程度

で は有意な相違 とは 考え られな い 。こ の 計算で は

外洋に お け る境界条件 と し て仮 りに ζ； らなる 関

係 を用 い た に もかかわ らず大島で は もは や こ の 静

力学的な関係 が成立 た な い こ と が わ か っ た 。 こ れ

は ， 動力学 的な効果 ， 陸 地の 影響 ， あ る い は台風

域内の 風 の 分布の 効果な どに 起因する の であろ う

が ， そ の 詳細 の 究明は今後の 問題 で ある 。

　 なお ，実際の 水位変動の 巾に は ， 海が成層 し て

い る効果や，台風 の た め に 黒 潮の 流軸が 曲げ られ

る た め に 起 る水位変動 ， あ る い は wave 　 set ・up な

ども含 まれ て い る で あろ うが， こ れは ヒ述 の 数値

実験の 中で は 無襖されて い る 。

　6． むすび

　外洋の 高潮の 実態 を知 る 目的で ，大 島岡田 港 の

9 例 の 高潮 を解析 した結果，大局的に は 気圧 と静

力学的 に 釣 合 うよ うな水位変化 が起 っ て い るが ，

詳細に み る とか な り の 相違があ る こ と が わ か っ

た 。 こ れ は 風 の 直接的 な吹 き寄 せ効果 に よるの で

はな くて ， 台風域内の風の 構造 と関係がある らし

い 。すなわ ち，台風 域内の 高潮分布は 正渦度の 分

布 と よ く対応する よ うで あ る。なお ， 数値実験 で

も ζが ごp よ り大 きく な る と い う結果 が 得 られ

た 。

　終 りに ， 常 に 有益な御助言 と御 討論 をい ただ い

た宇野木博 士 に 深 く感謝 の意 を表 します 。
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